
９月２３日は不動産の日

「 不 動 産 の 日 ア ン ケ ー ト 」

－ 不動産に関する意識調査結果 －

２００９年 １２月

この調査に関するお問い合わせ

社団法人 全国宅地建物取引業協会連合会（全宅連）

広報研修部 広報担当：袴田

〒１０１－００３２ 東京都千代田区岩本町２－６－３ 全宅連会館

電話 ０３ （５８２１） ８１８１

ＦＡＸ ０３ （５８２１） ８１０１

http://www.zentaku.or.jp/index.html



1

≪ は じ め に ≫

（社）全国宅地建物取引業協会連合会〔略称「全宅連」〕では、９月２３日を「不動産の

日」と定め、一般消費者を対象とした全宅連・全宅保証の周知、並びに消費動向の

把握のために、毎年アンケート調査を実施し、その調査結果を公表しております。

今年も９月２３日から１０月３１日までの間、インターネットを活用した不動産に関す

る意識調査「不動産の日アンケート」を実施、当該調査結果がまとまりましたので発

表します。

◆（社）全国宅地建物取引業協会連合会〔略称「全宅連」〕 （会長 伊藤 博）

全宅連は、47都道府県の社団法人宅地建物取引業協会〔略称「宅建協会」〕を会

員とする、宅地建物取引業法に規定された業界団体です。47都道府県の宅建協会

に所属する宅地建物取引業者数は、全国の業者数の約８割に達し、その数は業界

最大規模を誇ります。

全宅連では宅地建物取引業の適正な運営の確保と健全な発達を図るため、関係

省庁と連携し、会員の指導、連絡等を行うとともに、住宅・宅地政策の改善、不動産

流通市場の活性化に積極的に取り組んでいます。

◆（社）全国宅地建物取引業保証協会〔略称「全宅保証」〕 （会長 伊藤 博）

全宅保証は、一般消費者の取引安全の確保と会員の資質の向上により、業界の

健全な発達を図ることを目的として設立された団体で、全国の約8割の宅地建物取

引業者が会員となっています。

全宅保証では、消費者からの苦情の解決、会員への研修、会員との取引で生じた

損害に対する弁済業務の他、手付金等保管事業、宅地建物取引業の健全な発達を

図る業務等を行っています。
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≪ 目 次 ≫

Ｑ１ 不動産は買い時ですか。

Ｑ１‐Ａ 買い時だと思う理由は何ですか。

Ｑ１‐Ｂ 買い時だと思わない理由は何ですか。

Ｑ２ 現在のお住まいの満足度は何点ですか。（持家／賃貸）

Ｑ３ 現在のお住まいに関係なく、あなたは「持家派」？「賃貸派」？どちらですか。

Ｑ３‐Ａ 「持家派」（一戸建派・マンション派含む）とお答えの理由を教えて下さい。

Ｑ３‐Ｂ 「賃貸派」（一戸建派・集合住宅派含む）とお答えの理由を教えて下さい。

Ｑ４ 住宅を購入する際のポイントは何ですか。

Ｑ５ 住宅を借りる際のポイントは何ですか。

Ｑ６ 物件情報の入手方法は何ですか。
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≪ 総 評 ≫

本年度は、インターネットでのアンケート調査を開始以来、過去最多の全国で33,818件

（パソコン、モバイル合計）の有効回答数（20歳以上の男女）を得ることができました。

今回の調査では、「不動産は買い時である」と考えている方が昨年度よりも8.1pt増加の

30.9％となりました。理由の中で最も多いものは「住宅ローン減税などの税制優遇措置が

実施されている」の55.4%で、税制の措置の有無が、買い時であるか否かの判断の大きな

要因となっているようです。その反面、「不動産は買い時ではない」と考える方は、半数以

上の53.0%が「自分の収入が不安定または減少しているから」という生活への不安を示し

ており、経済不況の影響は大きいようです。

現在の住まいの満足度については、「持家」が平均73.4点、「賃貸」が平均67.0点と昨年

とほとんど変わらなかったものの、「持家」志向が3年連続増加の88.9％となり、そのうち7

割の方が「持家・一戸建」への意識を強く持っています。

住宅購入の点で重視する結果では、昨年同様「不動産の価格」が53.3％と最も多かっ

たものの、昨年よりも9.9pt下がりました。一方「周辺環境」「交通の利便性」などは、50％

を超える方が重視しており、購入に際して、生活環境も重視していることがうかがえまし

た。

物件情報の入手方法については、全世代では「インターネット・携帯サイト」が66.8％、

「新聞折り込みチラシ」が60.6％となっていますが、若年層では「インターネット・携帯サイ

ト」、高齢者層では、「新聞媒体（折込チラシ・新聞広告）」への関心が高いという結果とな

り、情報入手方法については世代間で差異が見受けられました。

宅建業者を選ぶ際に何を見るかについては、「不動産会社のホームページ」が39.7%、

次いで「不動産情報誌」が38.3%という結果となりました。また、宅建業者への最初の問合

せ手段では、「直接店舗に行く」方が51.1％、次いで「電話連絡」36.5％、「メール連絡」に

いたっては11.7％と、IT化が進む不動産業界においても、まだまだ店舗に直接行かれる

方が多いとの結果になりました。
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≪ 不動産に関する意識調査 実施概要 ≫

■ 調 査 期 間 ：２００９年９月２３日（水）～１０月３１日（土）

■ 調 査 方 法 ：全宅連・全宅保証ホームページにて、インターネットによるアンケート調査

（URL http://www.zentaku.or.jp/）

■ 調 査 対 象 ：地域 日本国内全地域

：年齢 ２０歳以上

：性別 男女

■ 有効回答者数 ：３３，８１８件

■ 回答者内訳

http://www.zentaku.or.jp/
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≪ 不動産に関する意識調査 実施概要 ≫

■ 回答者内訳
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≪ 調 査 結 果 概 略 ≫

■ 不動産の買い時

・09年度調査時において、買い時であるは30.9％と、08年度調査時に比べ8.1pt上昇しており、「分からない」が４割以上を
占めるものの、07年からの買い時感の減退傾向から、若干ながら上昇に転じている傾向が見受けられる。

・買い時だと思う理由では、「住宅ローン減税などの税制優遇が実施されているから」が55.4％と最も多く挙げられ、税制優
遇のメリットが、買い時感に大きな影響を与えている事がうかがえる他、「不動産価格が安定または上昇しそうだから」が
22.6％挙げられ、08年度調査時に比べ11.5pt上昇している。不動産が買い時でない理由では、「自分の収入が不安定ま
たは減少しているから」が53.0％と最も多く挙げられ、個人の生活が安定しない事が、買い時でないと感じる要因となって
いる事がうかがえる。

■ 現住居満足点 ／ 持家派 or 賃貸派 （現住居問わず）

・現在「持家」に住んでいる方の平均得点は73.4点、「賃貸」では67.0点となっており、「持家」居住者の方が、住まいに対し
ての満足度が高い結果となっている。

・現在の住居に問わず、「持家派」か「賃貸派」では、「持家派」が88.9％と９割近くを占める。「持家派」の理由としては、「家
賃を支払い続ける事が無駄に思えるから」「持家を資産として考えているから」が多く挙げられた。「賃貸派」の理由では、
「住宅ローンに縛られたくない」「生活環境の変化による引っ越しの可能性」等が挙げられた。

■ 住宅購入重視点／賃貸重視点

・住宅購入重視点、賃貸重視点では、TOP３に同様の項目が挙げられ、「購入」「賃貸」という形式を問わず、居住という意
味で重視する点は変らない傾向が見受けられる。共に、最も多く挙げられたのは「価格／賃料」であるものの、「賃貸」の方
が重視する意識が高い傾向が見受けられる。次いで「周辺・生活環境が良い」「交通の利便性が良い」がそれぞれ挙げら
れ、「持家」では「周辺・生活環境」の方が、「賃貸」では「交通の利便性」の方を重視する意識が高い。
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≪ 調 査 結 果 概 略 ≫

■ 不動産情報入手経路／宅建業者選択契機（きっかけ）／宅建業者問い合わせ手段

・不動産入手経路では、「インターネット・携帯サイト」が最も多く挙げられ、低年齢層ほど利用している傾向が見られる反面、
「新聞媒体」の利用は高年齢層ほど利用している傾向が見受けられる。宅建業者選択契機（きっかけ）でも同様の傾向が
見受けられた。

・情報の収集段階では「インターネット」の利用が多く挙げられている反面、宅建業者への最初の問い合わせでは、「メール
連絡」は約１割に留まり、５割以上が「店舗へ直接行く」を挙げ、低年齢層ほど強い傾向が見受けられた。次いで「電話連
絡」が挙げられている。

■ 全宅連認知

・全宅連に関する認知では、「ハトマーク」が最も多く、次いで「宅建協会」「全宅連」の順となっており、TOP３と４位以降と大
きな差が見られ、08年度調査時と同様の傾向が見受けられる。「宅建協会」では年代が高い程、認知率が高い傾向が見
受けられ、５０代以上では５割以上が認知している。
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ１ 不動産は買い時ですか。

■ 買い時感 上昇 （08年度調査時比較）

■ 「買い時だと思う」30.9％（＋8.1Pt） ／ 「買い時だと思わない」25.9％（－14.0pt）、

◆ 09年度調査時において、「買い時だと思う」30.9％、「買い時だと思わない」25.9％、「分からない」43.2％と、「分からな

い」が最も高く、「買い時だと思う」は全体の約３割となっている。

◆ 07年度から08年度にかけて、「買い時だと思う」との意識は減退傾向だったものの、09年度では08年度に比べ8.1pt上

昇、また「買い時でない」は14.0ｐｔ減少している。「分からない」が全体の約４割を占め、判断が難しいとの意識はうか

がえるものの、08年度に比べ「買い時感」は若干ながら向上している傾向が見受けられる。

＜ ０７年度～０９年度 不動産は買い時か ：年代／地域別 ＞

＜ ０７年度～０９年度 不動産は買い時か ：全体 ＞

－14.0pt

＋5.9pt

＋8.1pt
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08年度比 ＋11.5pt

≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ１‐Ａ 買い時だと思う理由は何ですか

■ 税制優遇のメリット 「住宅ローン減税など税制優遇が実施されているから」55.4％

■ 不動産価格の安定・上昇への期待 「不動産価格が安定・または上昇しそうだから」22.6％（08年度比＋11.5pt）

◆ 不動産が買い時だと思う理由では、「住宅ローン減税など税制優遇が実施されているから」が55.4％と最も多く挙げら

れ、税制優遇が「買い時感」に大きな影響を与えている事がうかがえる。次いで、「不動産価格が安定または上昇しそ

うだから」22.6％が挙げられ、08年度調査時に比べ11.5pt上昇している。

◆ 税制優遇や、不動産価格の安定・上昇の、外部的な要因が「買い時感」の向上に寄与している傾向が見られるものの、

「自分の収入が安定または増加している」は4.5％に留まる。

＜ ２００９年度 不動産が買い時だと思う理由（買い時だと思う人のみ） ＞

【２００９年度 ＴＯＰ３】

1 住宅ローン減税など税制優遇が実施されているから

2 不動産価格が安定または上昇しそうだから

3 住宅ローンの金利が上昇しそうなので

【２００８年度 TOP３】

1 今後消費税が増税されそうなので

2 今後は不況になりそうだから

3 住宅ローン金利が上昇しそうなので

【2007年度 TOP３】

1 住宅ローン金利が上昇しそうなので

2 今後とも地価が上昇しそうなので

3 今後、消費税が増税されそうなので
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ１‐Ｂ 買い時だと思わない理由は何ですか。

■ 生活の不安定感 「自分の収入が不安定または減少しているから」53.0％

■ 「不動産価格が下落しそうだから」28.6％

◆ 不動産が買い時でない理由では、「自分の収入が不安定または減少しているから」が53.0％と最も多く挙げられ、全

体の半数以上を占めており、個人の生活が安定しない事が、「不動産が買い時でない」と感じる大きな要因となってい

る事がうかがえる。次いで「不動産価格が下落しそうだから」28.6％が挙げられ、特に５０代以上の層での意識が高

い。

＜ ２００９年度 不動産が買い時だと思わない理由（買い時だと思わない人のみ） ＞

【２００９年度 ＴＯＰ３】

1 自分の収入が不安定または減少しているから

2 不動産価格が下落しそうだから

3 住宅ローン減税などの税制優遇が見直されそうだから

【２００８年度 TOP３】

1 景気回復の実感がないから

2 今後とも地価が下落しそうなので

3 住宅ローン減税が延長されると思うから

【2007年度 TOP３】

1 景気回復の実感がない

2 今後も地価が下落しそうなので

3 住宅ローン減税が延長されそうなので
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ２ 現在のお住まいの満足度は何点ですか。（持家／賃貸）

■ 「 持家 」 平均得点 ：73.4点

■ 「 賃貸 」 平均得点 ：67.0点

◆ 現在「持家」に住んでいる方の、平均得点は73.4点、「賃貸」では67.0点となっており、「持家」に住んでいる方の方が住

まいに対しての満足度が高く、「持家」居住者の得点は、「賃貸」居住者に比べ、８０点～９０点に多く分布している。

◆ 「持家」「賃貸」共に、８０点を中心に分布しており、現在の住居に対して、「持家」「賃貸」共に一定の満足を得ていると

考えられ、08年度調査時と比べ大きな差異は見受けられない。

＜ ２００７年度～２００９年度 住宅満足度 平均得点 ＞

＜ ２００９年度 住宅満足度 平均得点／得点分布 ＞

持家 平均得点：73.4点

賃貸 平均得点：67.0点
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ３ 現在のお住まいに関係なく、あなたは「持家派」？「賃貸派」？どちらですか。

■ 「持家派」88.9％ （ 一戸建て70.8％ ＋ マンション18.1％ ）

■ 「賃貸派」11.1％ （ 一戸建て 2.7％ ＋ マンション8.4％ ）

◆ 09年度調査時において、持家派は88.9％と全体の９割近くを占めており、07年度／08年調査時と同様の傾向が見受

けられる。特に「持家・一戸建て」が全体の７割を占める。

◆ 「買い時だと思う」「買い時だと思わない」の判断を除けば、潜在的に「持家」も持ちたいという意識は存在している事

がうかがえる。

＜ ０７年度～０９年度 持家派 ｏｒ 賃貸派 ＞

＜ ２００７年度～２００９年度 持家派 ｏｒ 賃貸派 ： 年代／地域別 ＞

＜ ０９年度 持家派 ｏｒ 賃貸派 詳細 ＞
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ３‐Ａ 「持家派」（一戸建派・マンション派含む）とお答えの理由を教えて下さい。

■ 家賃の無駄 「家賃を払う事が無駄に思えるから」63.4％

■ 「持家を資産として考えている」40.4％ ／ 「落ち着きたいから」37.0％

◆ 持家派の理由では、「家賃を払う事が無駄に思えるから」が63.4％と最も多く挙げられ、次いで「持家を資産として考え

ているから」40.4％、「落ち着きたいから」37.0％と続く。ＴＯＰ３に挙げられる理由は、07年度／08年度調査時と同様の

項目が挙げられる。

◆ 「マイホームを持つことが夢だから」は全体で28.0％であり、低年齢層ほど強い傾向が見受けられる。

＜ ０９年度 持家派 理由 ＞

【２００９年度 ＴＯＰ３】

1 家賃を支払い続ける事が無駄に思えるから

2 持家を資産と考えているから

3 落ち着きたいから

【２００８年度 TOP３】

1 家賃を払い続ける事が無駄に思えるから

2 落ち着きたいから

3 持家を資産として考えているから

【2007年度 TOP３】

1 支払いを続ける事が無駄に思えるから

2 落ち着きたいから

3 持家を資産として考えているから
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ３‐Ｂ 「賃貸派」（一戸建派・集合住宅派含む）とお答えの理由を教えて下さい。

■ 経済的拘束の回避 「住宅ローンを抱え、経済的に縛られたくないから」48.5％

■ 環境の変化による引っ越しの可能性 仕事等43.2％／家族構成の変化32.0％

◆ 賃貸派の理由としては、「住宅ローンに縛られたくないから」が48.5％と最も高く、次いで「仕事等の都合で引っ越しす

る可能性があるから」43.2％、「家族構成の変化で引っ越しする可能性があるから」32.0％と続き、経済的な拘束を避け

る理由や、環境の変化による引っ越しの可能性が賃貸派の理由で多く挙げられる。

◆ 「住宅ローンに縛られたくないから」では高年齢層ほど傾向が強く、「仕事等の都合で引越しをする可能性があるから」

では、低年齢層ほどその傾向が強い。

＜ ０９年度 賃貸派 理由 ＞
【２００９年度 ＴＯＰ３】

1 住宅ローンに縛られたくないから

2 仕事等の都合上で引っ越しする可能性があるから

3 家族構成の変化で引っ越しする可能性があるから

【２００８年度 TOP３】

1 住宅ローンを抱え経済的に縛られたくないから

2 仕事等の都合で引っ越しする可能性があるから

3 固定資産税など持家は管理が大変だから

【２００７年度 TOP３】

1 持家は管理が大変だから

2 住宅ローンを抱え経済的に縛られたくないから

3 仕事等の都合で引っ越しする可能性があるから
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ４ 住宅を購入する際のポイントは何ですか。

■ 住宅購入重視点 「不動産の価格」53.3％

■ 生活環境の重視 「周辺・生活環境が良い」52.5％、「交通・利便性が良い」51.0％

◆ 住宅購入時に重視する点では、「不動産の価格」が53.3％が最も多く挙げられ、07年度／08年度に続き「価格」が最も

多く挙げられている。次いで「周辺・生活環境の良さ」52.5％、「交通の利便性」51.0％と、「価格」に次いで生活環境を

重視する傾向が見受けれる。

＜ ０９年度 住宅購入重視点 ＞

【２００８年度 TOP３】

1 価格

2 交通が便利

3 日当たり・住宅の向き

【２００７年度 TOP３】

1 価格

2 交通が便利

3 日当たり・住宅の向き

【２００９年度 TOP３】

1 不動産の価格

2 周辺・生活環境が良い

3 交通の利便性が良い
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ５ 住宅を借りる際のポイントは何ですか。

■ 賃貸重視点 「賃料」79.9％

■ 生活環境の重視 「交通の利便性が良い」60.0％、「周辺・生活環境が良い」41.5％

＜ ０９年度 住宅賃貸重視点 ＞

◆ 賃貸時に重視する点では、「賃料」が79.9％が最も多く挙げられ、次いで「交通の利便性が良い」60.0％、「周辺・生活

環境が良い」41.5％と、「賃料」に次いで生活環境を重視する傾向が見受けれる。

◆ 「賃料」は、全体の約８割と重視する意識が高く、低年齢層ほどその傾向が強い。「交通の利便性が良い」では高年齢

層ほど重視する傾向が見受けられ、６０代以上の層では、「賃料」「間取り数・間取りプラン」が他の年齢層より低く、

「交通の利便性が良い」が最も多く挙げられている。
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ６ 物件情報の入手方法は何ですか。

■ 物件情報入手経路 「インターネット・携帯サイト」66.8％

■ 低年齢層 「インターネット・携帯サイト」 ／ 高年齢層 「新聞媒体」

◆ 物件情報入手経路では、「インターネット・携帯サイト」が66.8％と最も多く挙げられ、次いで「新聞折り込みチラシ」

60.6％、「不動産情報誌」57.5％と続く。

◆ 「インターネット・携帯サイト」では、低年齢層ほど高く、「新聞折り込みチラシ」では、高年齢層ほど高い傾向が見受け

られ、年代により利用する情報入手媒体に差異が見受けられる。

＜ ０９年度 物件情報入手経路 ＞
【２００８年度 TOP３】

1 不動産情報誌

2 オープンハウス・モデルルーム

3 新聞折り込みちらし

【２００７年度 TOP３】

1 不動産情報誌

2 新聞折り込みチラシ

3 不動産情報サイト

【２００９年度 TOP３】

1 インターネット・携帯サイト

2 新聞折込チラシ

3 不動産情報誌
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【２００９年度 TOP３】

1 不動産のホームページ

2 不動産情報誌

3 新聞折込チラシ

≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ７ 何を見て宅建業者を選びますか。

■ 宅建業者選択契機 「不動産会社のホームページ」39.7％

■ インターネット利用計 ６割以上

◆ 宅建業者の選択契機では、「不動産会社のホームページ」が39.7％と最も多く挙げられ、次いで「不動産情報誌」

38.3％、「新聞折り込みチラシ」34.3％と続く。全体の６割以上が「不動産会社のホームページ」や「物件情報サイト」等

のインターネットを経由したいずれかを契機として挙げている。

◆ インターネットの利用は低年齢層ほど高い傾向が見受けられ、「新聞の物件広告」では６０代以上の利用が高い傾向

が見受けられる。

＜ ０９年度 宅建業者 選択契機（きっかけ） ＞ 【２００８年度 TOP３】

1 不動産情報誌

2 インターネット

3 新聞折込チラシ

「不動産会社の」ホームページ」「不動産物件情報サイト」

「個人のホームページ・ブログの評判」

「不動産会社や情報サイトからのメールマガジン」

インターネットのいずれかを利用 61.3％
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ８ 宅建業者への最初の問い合わせ手段は何ですか。

■ 「店舗へ直接行く」 51.1％ 「電話連絡」36.5％

■ 低年齢層ほど 店舗に直接行く傾向

◆ 宅建業者への最初の問い合わせ手段では、「店舗へ直接行く」が51.1％と最も高く、次いで「電話連絡」が36.5％と続く。

「店舗へ直接行く」では、低年齢層ほど高い傾向が見られ、「電話連絡」では高年齢層ほど高い傾向が見受けられる。

「メール連絡」は全体で11.7％に留まり、関東で若干利用率が高いものの、年代、地域で大きな差異は見受けられない。

＜ ０９年度 宅建業者への初期問い合わせ手段 ＞
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ９ 「全宅連」関連で知っているものを教えて下さい。

■ ハトマーク62.6％ ／ 宅建協会43.6％ ／ 全宅連 30.6％

◆ 09年度調査時において、全宅連認知では「ハトマーク」が62.6％と最も高く、次いで「宅建協会」43.6％、「全宅連」

30.6％となっており、ＴＯＰ３は４位以降と大きな差が見られ、08年度調査時と同様の傾向が見受けられる。

◆ 「宅建協会」では、高年齢層ほど認知率が高い傾向が見受けられ、５０代以上では５割以上が認知している。

＜ ０９年度 全宅連 認知 ＞
【２００８年度 TOP３】

1 ハトマーク

2 宅建協会

3 全宅連

【２００７年度 TOP３】

1 ハトマーク

2 宅建協会

3 全宅連

【２００９年度 TOP３】

1 ハトマーク

2 宅建協会

3 全宅連


	９月２３日は不動産の日��「 不　動　産　の　日　ア　ン　ケ　ー　ト 」　��－ 不動産に関する意識調査結果 －
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

